



















“黄金”なのか、牡丹江という肥沃な土地の源であるから “黄金” なのかは不明だが、 作品の最後でバイコフは 「この鏡泊湖は満州で、もっとも美しい地であることを付け加えておきたい」と締めくくっている。　
このもっとも美しいといわれた鏡泊湖の湖畔に、


























では、東アジア・東北アジアという広 視野 ら満洲という地域、またその開拓をした日本人に焦点をあて、そのなかにおける鏡泊学園の存在・意義を に、学園の計画から設立 その後まで、壮大な検討が行われた。　
また、 東京の満蒙開拓団を知る会 『東京満蒙開拓団』 （ゆ
まに書房、二〇一二年九月五日） は、一章分を設けて満洲鏡泊学園につ て取り上げており、学園誕生の背景から、設立の経緯、学園のカリキュラム 学園の意義ま
で、丁寧な研究がなされた。学園設立の中心人物である山田悌一の国士舘での役職についても触れられている。　
満洲鏡泊学園が国士舘と関わりがあることは、一部の
関係者に知られるところ あるが、 研究の視点の違いで、具体的に両者がどのような関連性を持って たのか、国士舘からどのような経緯を経て満洲鏡泊学園が設立されたのか、という点 ついては触れられてこなかった。しかし、満洲鏡泊学園に関して国士舘との関係 検証することは、学園を総合的に研究するうえで重要な意味をもつのではないだろうか。　
一九三二（昭和七）年に満洲鏡泊学園が設立されて、
すでに八〇年が経過 。この機会 、本稿 は国士舘からみた満洲鏡泊学園の一考察として、満洲鏡泊学園設立過程を追うことで国士舘と 関連性・繋がりを明らかにしていき い。　
なお、文言の表記について、史料中の文言は史料表記













































































本人が満洲 十分生活しうるという結論を出している。那須はのちに、 「農政の神様」 称された農林大臣石黒忠篤のブレーンとして活躍してい 。　
一方、 『支那経済読本』や『日本鉄鋼史』などを著し






































列挙されている移民団を地方別にまとめたものである。全国的に移住熱が拡大していることが、移民団 出元からも明白だが、群を抜いて多くの移民団を輩出、あるいは移民団が計画 たのは東京であ 。 着目したいのは、この中に「国士館」という一団があることである。以降では国士舘での満洲事変前後時期の動き 見ていく。　
国士舘は、一九二九（昭和四）年三月一一日に専門学

















































































































































国是国策 忘れ、満蒙の重大性を遺失したが為めに外ならぬ。今後とても同様 過誤を繰返すならば、帝国は四たび危殆に瀕せねばならない。幸ひにして今回は、我当局の一角に慧眼の士あり、其危機が救はれたのであるが、一歩誤らば帝国の現状果して如何がであったか、真に戦慄すべきも が る。　
乍然、日本が満蒙の重大性を忘却せず満蒙の権益















































































































































































































茲ニ吾人ハ自給自足ト協力トヲモットートスル学園ヲ中枢トスル社会即チ学園村ノ建設ヲ期ス近時学校ガ徒ニデパート化シ創造ノ気魄ナキヲ慨シ吾等国士館同人ハ夙ニ誠意、勤労、見識、気魄ヲ体得スル事ニヨリテノミ社会的存在トシテ 吾人ノ要素ヲ具現化シ得ルトナシ、茲ニ二十年ノ精進ヲ続ケ来レルナリ今幸 シテ満洲国ノ建国ニ際会 吾人ノ抱持セル理想ヲ最モ率直ニ最モ真剣 表現スルノ機会ヲ得、地ヲ辺
諏（ママ
（匪跡ノ地ナレド然カモ風光明媚




































































































































とした。 学科課程には開拓や農業に従事するものとして必要不可欠な科目が揃えられた。また、 「匪賊」襲来を想定した予備訓練であろうか、 防衛」という科目も取り入れられている　
学園への入学資格では、 「国士館高等学校」 （国士舘高


















新満洲国は正に空前の偉観であり、天業の恢弘であります、之を歴史に徴しても軍事行動は必勝であるが事後の経営は必敗であります。 （中略）軍の奮闘は伝統的にも遺憾なく、又資本 事も外に人がありますが「勤労人」に至つては国士館の任務であります。 （中略）分 応じて勤労の肉弾となつて新満洲国の「人柱」とな 得る国士館で多年養成して来ました「誠実」 「努力」 「分別」 「根気」ある人物でなくてはなりません。
満洲鏡泊学園とその設立過程について
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し大民倶楽部のなかに、満洲へ 視座 開拓構想があったということ ある。この点は 民倶楽部幹事会、国士
舘の学生寮である尚武寮内に設置した 「支那問題研究所」や満洲大 設立構想があったことからも明白であろう。これが満洲鏡泊学園構想の契機となった。　
二点目に、山田悌一と大林一之による学園設立へ向け






















る。毎年、夏は生命力溢れる葉が青々と繁り、秋には色鮮やかに紅葉して往来する学生や教職員 地域住民 眼を楽しませてくれる。このプラタナス 満洲鏡泊学園の設立に奔走した国士舘理事山田悌一が植樹したも と
伝えられている。当時からあるこの樹は、往年満洲開拓に夢を抱き満洲へ渡っていった学生や教員を見送っていたのかと考えると、なんとも感慨深い。　
本稿では、満洲鏡泊学園の設立過程から国士舘との関


















































8）小島精一「満蒙開発政策と移 問題」 （ 『社会政策時
　　



































































































































































































治、森恪、二列目左より武 譲二 柴田德次郎 野
　　





















持永浅治、 、 寺田某、 緒方竹虎、 折下吉延、 原惣兵衛、
　　
大林一之である。 （名が判然としないものは「某」と
　　
した。 ）
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